
街をきれいに５＜最終回＞岡田淳シリーズ ･ コミックス
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名代Ｉ詣舗

③穂毒レ
さんブラザ地階
ＴＥＬ3 3 - 2 9 3 4

☆古いのれんにうまい寿しで好評の「福寿し」が、安くてしかも新鮮な材
料を味わえる店をオープン。昼時に、家族連れに、仕亦帰りに喜ばれてい
る。寿し、季節料理というと高級イメージがあるが、それを安くてうまい
明朗会計の店として、一人でもたくさんの人に新鮮な材料を味わってもら
いたいとの気持が溢れている。
松前寿しく3 5 0 円＞は若狭の海で漁れた鰯と北海道稚内湾の包昆布によ
る鮒寿し、また小鯛雀寿しく3 5 0 円＞は明石の活小剛を使っており、高松
宮殿下もお召しあがりになった料理として自慢の寿し。お土産にも最適。
宗族連れには、さしみ定食く3 0 0 円＞、天ぷら定食く3 0 0 円＞、江戸弁当
く3 0 0 円＞が楽し童れている。

★幕の内弁当を５名様にプレゼント。店名・住所・氏名をかいて‘‘神戸っ
子”さんプラザプレゼント係へ、２月2 5 日までにご応葬下さい。

和風季節料理

え
さんプラザ地階
ＴＥＬ３３－００８７

☆潜り戸は楽しいものだ。田舎の風情は蝦しく都会人の心を揺さぷる。津
山出身のママが田舎の味、土の味、祭りの味を5 0 すぎの経験を生かして味
付けしてくれる。小皿・鉢・徳利。盃の信楽焼きの色合いが和風造りの木
の肌によく合っている。味とふんいきにうるさい連中が染まるのもｒ花」
ならでは。
シャキッとした腰のよさが特徴の三輪そうめんを使った花そうめん
く2 5 0 円＞･ 心をこめて湯で上げてくれる。冬場はかす汁く1 2 0 円＞で暖っ
たまるのもいい。特大の三角おむすびに思わずニッコリ。魚とえびと惣菜
のたかのりく5 0 0 円＞はぜいたくな味。昼時には、やよいの里く2 8 0 円＞･
串かつ定食く2 5 0 阿＞が好評。
☆おむすび・やよいの里を５名様にペアでプソゼント。店名・住所・氏名
をかいて，‘神戸っ子' ' さんプラザプレゼント係へ２月2 5 日煮てにご応酬E 下
さい。
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9７

可

お食事処

氷 瓜
さんブラザ地階
ＴＥＬ３９－２４２７

☆山道の茶店で憩うような待席と石を敷きつめた石の水ばちがお茶潰けの
店の風備をます°甲南液け直売店とお食誰処の木瓜ののれんをくぐると民
芸風なインテリア、中年屑のお客が多い。板前さん以外は素人ばかりとい
う気軽な店。
震ず、お茶とおロ直しのようかんが運ばれてくる。お茶漬け定食く2 0 0

円＞は、御飯にあられとごまとわさびに玄米茶を入れただしを使ってあ
り、赤だしに白菜・きゅうり・千枚演け・甲南波け他のたえず新しい潰け
物が付く。おにぎりく1 5 0 円＞は梅・かつお・甲南潰けと＝葎が入ったも
ので独特の調理法によるもの。お酒は菊正宗でつまみに小鉢物が用意され
ている。

★お茶漬定食を５名標にペアでプレゼント。店名・住所・氏名をかいて
‘‘神戸っ子“さんプラザプI ノゼント係へ２月2 5 日蛍でにご応募下さい。

やき烏・おでん・季節料理

綱森孝
さんブラザ地階
ＴＥＬ３３－８７１３

☆花隈の高級割烹料亭のふんいきを気軽に味わって頂こうとさんちか森本
の姉妹店として、サンプラザ森本が楽味街に開店。格子戸が日本情緒を誘
い、白木のカウンターもまだ新しく、舞子さんの日本画もすがすがしい。
日本料理でも家庭的なものをと、おでんではし簿う蛍いやロールキャベ

ツと目新しいメニューもある。
冬場は､ ｵ ﾘ シﾅ ﾙ な魚チリの森本なくく5 0 0 円> ･ 神戸でも数少ない
花隈どうふく2 5 0 円＞は京風料理として味自慢を誇っている。焼き. 鳥は１
串4 0 円。烏なべ定食・おにぎり定食く各3 0 0 円＞は昼時にいい。安くて味
ば本物というのがこの店の好評なる由縁。

★森本なべを７名様にペアでプレゼント。店名・住所・氏名をかいて. ､ 神
戸っ子”さんプラザプレゼント係へ２月2 5 日までにご応募下さい。
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霧
たこ焼

たち域‘な
さんプラザ地階
ＴＥＬ３９３７９３

☆柳筋のたこ焼の店「たちばな」が、さんプラザの味のプロムナードに支
店を出しています。和風のつくりの中に神戸らしいスマートさを術え、あ
ついたこ焼をほうばりながら語りあうミ二の女の子。家族連れはテーブル
を閥んで暖かく、カウンターではアベックが１枚のたこ焼i こ箸を動かして
いる。
たこは活きのいい明石蛸。トロリ、と舌にとろけるうまさに、さすが本

場の味と舌づつみをうつ。カウンターに座って、前で手さばきもあざやか
に焼きあげるのを見ながら食べるのもいいもの。また、吸ったかい店でた
こ焼にビールというのもたこ焼の味が口いつぱいにひろがっておいしい。

☆たこ焼を5 0 名様にペアでプレゼント。店名・住所・氏名をかいて‘‘神戸
っ子”さんプラザプレゼント係へ２月2 5 日までにご応葬下さい。

グリル

ＪＣＤ．。
さんブラザ地階
ＴＥＬ３９－３Ｉ６Ｉ

☆昼下りのグリルパークには、ゆっくりと食事を楽しむヤングレディがお
しゃべりに夢中。ファッショナブルな訪問客が多いのは明るくてしゃれた
インテリアとセンスのいいメニューによるもの。特色のパスタはスパゲッ
ティと同類の麺料理。パスタグラタン＜2 6 0 円＞にも人気がある。ジェー
ムス・ポンドご愛用といわれるカソバリーラップ＜1 C O 円＞は新しい女性
の飲み物。サラリーマンの方にはバーグ・スペプジャルランチ＜3 5 0 円＞
を。日によってメニューが違う。御家族でのデイナータイムは、バーグデ
ィナー＜7 0 0 円＞がお値段も手頃で、料理も焼仔牛肉の酒煮込・ポークス
テーキ・車エビのフライの三種のなかから１品選ぶ形式で、サラダ・デザ
ート・コーヒー・パンが付いている。

☆仔牛のチーズ焼きを５名棟にペアでプレゼント。店名・住所・氏名をか
いて“神戸っ子' ' さんプラザプレゼント係へ２月2 5 日までにご応募下さ
い。
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三宮店／さんちかダウン・電話３９－４３０３

神戸

西店/ 三宮センター街・電話３３－８８３６（代）
東店/ 三宮センター街・電話３３－０６２９

師

き ものと細貨

# Ｍ, ザら港

可

9９
東京

銀座店/銀座並木通･電話573-弱蕊(代）
渋谷店/ 東急本店・電話4 ６２－３４０９（直）

（５階和装名家街）
日本橋店/東急日本橋店・電話2１１－０５１１（代）

（ 4 階和装名家街）（内詫 2 9 4 ）
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楽しい集いに. ／ 早春を装うダﾝデｨなおし.れ’
しゃれたトアロードの紳士ブティック

罰

英国製・生地専問

瞳掴 ノヴ
･プレクルーームをトアロード<ｱﾒﾘｶﾝﾌｱｰﾏｼｲ向い〉
ぜひご利川下さいＴＥＬ（0 7 8 ）３２－０３２０

●お気軽にお立寄りくださＰ。

オーダー

ジュン洋服店
神戸生田区中山手通３丁目６５
T E L．（0 7 8）３９－０７７９
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陵

’
1０
１

☆
カ
ッ
コ
い
い
マ
イ
カ
ー
族
に

人
気
の
「
ル
・
パ
サ
ー
ジ
ュ
」

芦
屋
の
岩
園
町
Ｇ
・
Ｓ
ス
ト

ア
前
に
、
洋
風
お
そ
う
ざ
い
と

パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
の
店
刃
・

パ
サ
ー
ジ
ご
（
交
差
点
）
が

十
二
月
に
誕
生
。
鈴
鹿
で
鳴
ら

し
た
女
性
レ
ー
サ
ー
ー
星
住
輝

子
さ
ん
穐
本
か
お
る
さ
ん
二
人

の
女
性
が
開
い
た
お
店
と
あ
っ

て
、
カ
ー
フ
ァ
ン
も
多
い
。
ま

た
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

直
送
の
確
か
な
味
な
の
で
、
住

宅
街
の
な
か
で
も
あ
り
、
近
所

の
ミ
セ
ス
や
ご
夫
婦
、
ア
ベ
ッ

ク
に
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
る
と

か
。
営
業
時
間
Ａ
Ｍ
。
ｎ
時
か

あ
い
あ
い
と
語
り
合
う
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。

国
際
会
館
一
階
Ｐ
Ｍ
ｍ
坤
鋤

ｌ
Ａ
Ｍ
８
・
・
０
０
ま
で
。

ぴっと･ いんつと

検

【星住さんとル・パサージニ

ら
Ｐ
Ｍ
６
時
帥
分
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７

９
７
（
２
３
）
２
６
０
３

☆
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

若
者
の
店
〃
サ
ン
〃

昨
年
の
暮
れ
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
、
か
わ
い
い
外
人
さ
ん

た
ち
に
う
け
て
い
る
の
が
、
近

藤
龍
夫
さ
ん
こ
と
ゴ
ン
ち
ゃ
ん

の
店
〃
サ
ン
″
・
ハ
ン
バ
ー
グ

と
サ
ラ
ダ
の
店
で
、
コ
ッ
ク
の

マ
イ
ク
君
が
お
い
し
い
サ
ン
サ

ラ
ダ
八
４
５
０
円
Ｖ
や
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
八
１
８
０
円
Ｖ
・
ミ
ッ

ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
八
１
５
０
円
Ｖ

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。
ウ
エ
ー

ト
レ
ス
の
ミ
エ
ち
ゃ
ん
や
コ
ニ

ー
ち
ゃ
ん
と
も
す
ぐ
友
達
に
な

れ
そ
う
で
す
。
サ
ラ
ダ
に
は
中

年
の
人
の
健
康
と
女
性
の
美
容

に
い
い
特
別
な
胡
麻
油
を
使
っ

た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
ど
じ
ま

ん
。
ジ
ヤ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
キ

八
１
２
０
０
円
Ｖ
は
ち
ょ
っ
と

し
た
デ
イ
ナ
ー
コ
ー
ス
に
。

国
際
会
館
の
一
階
、
ス
テ
キ

な
高
級
店
の
並
ぶ
と
こ
ろ
に
は

ち
ょ
っ
と
異
質
で
す
が
、
明
る

く
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
も
聞
け

て
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
夕
方
は
、

若
い
人
達
で
い
っ
ぱ
い
。
和
気

｡

h ､

セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
お
ば
け
ブ

ラ
ン
デ
ー
グ
ラ
ス
に
入
れ
て
飲

む
豪
快
さ
は
格
別
。
「
原
酒
が

手
に
入
ら
な
く
て
…
今
、
や
っ

と
実
現
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
の
は
、
珍
ら
し

い
酒
ば
か
り
を
使
っ
て
い
る
の

で
値
段
が
下
げ
ら
れ
な
く
な
っ

て
…
（
八
○
○
円
）
で
も
日
本

中
ど
こ
に
も
な
い
は
ず
で
す
」

と
マ
ス
タ
ー
の
言
葉
。
な
ぜ
、

ギ
ロ
チ
ン
と
名
づ
け
ら
れ
た
か

っ
て
？
、
飲
ん
で
み
り
や
あ
わ

か
る
よ
。

★
☆

☆
小
万
の
帰
り
に
小
扇
へ

ク
ラ
ブ
小
万
に
廻
年
い
た
、

橋
口
茂
美
さ
ん
が
、
こ
の
ほ
ど

一
人
立
ち
し
て
東
門
筋
の
ゼ
ウ

ス
タ
ウ
ン
ビ
ル
ー
階
に
〃
小
扇
″

を
１
月
蝿
日
に
開
店
し
、
マ
マ

に
な
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
小
万
の
岩
本
起
代
子

さ
ん
も
「
立
派
な
マ
マ
に
し
て

く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
よ
ろ
し

く
」
と
応
援
し
て
い
ま
す
。

「
小
万
の
帰
り
に
、
小
扇
へ
よ

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
茂
美
さ
ん

の
マ
マ
第
一
声
で
し
た
。

☆
謎
の
カ
ク
テ
ル

〃
ギ
ロ
チ
ン
〃

元
町
柳
筋
に
あ
る
コ
ク
テ
ィ

ル
（
居
酒
屋
）
ロ
ー
ス
ト
・
シ

テ
ィ
で
は
、
毎
夜
音
楽
の
好
き

な
連
中
が
た
む
ろ
し
て
、
ギ
タ

ー
を
か
か
え
弾
き
語
り
を
や
っ

て
い
る
者
、
ス
ピ
ー
カ
ー
に
耳

を
傾
け
て
い
る
者
、
各
々
自
分

の
時
間
を
楽
し
ん
で
い
る
風
で

あ
る
。
こ
ん
な
雰
囲
気
を
か
も

し
出
せ
る
の
は
何
と
い
っ
て

も
、
ア
メ
リ
カ
本
場
で
ウ
エ
ス

タ
ン
の
演
奏
活
動
を
続
け
て
き

た
マ
ス
タ
ー
の
野
崎
氏
の
セ
ン

ス
の
良
さ
だ
と
い
え
よ
う
。
そ

の
マ
ス
タ
ー
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
、
バ
ー
テ
ン
の
と
こ
ろ
に

二
週
間
通
い
づ
め
て
覚
え
た
と

い
う
珍
し
い
カ
ク
テ
ル
を
紹
介

し
よ
う
。
四
種
の
世
界
の
珍
酒

を
ベ
ー
ス
に
二
種
の
ジ
ュ
ー
ス

で
割
っ
た
も
の
を
、
直
径
二
十

☆
☆

｝
虹蕊；

コンちゃんが頑張ってる‘､ サ
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淀
川
長
治

Ｑ
ｚ
両
震
諺
雪
笥
顛
両
君
Ｏ
殉
Ｆ
固

く
２
〉

世
界
の
美
女
と
映
画

さ
よ
う
彼
女
よ
り
も
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ヌ
ー
ク
。
エ
メ
、
く
さ
っ

て
も
タ
イ
の
Ｂ
・
パ
ル
ド
ー
、
万
年
娘
の
ミ
レ
ー
ヌ
・
ド
モ
ン
ジ

ョ
、
ぬ
れ
っ
ぱ
な
し
み
た
い
な
ア
ニ
ー
。
ジ
ラ
ル
ド
、
そ
の
他
フ

ラ
ン
ス
に
は
ま
だ
ま
だ
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
を
し
の
ぐ
美
女
は

多
か
ろ
う
。

か
か
る
題
名
で
書
け
と
申
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
獄
の
中
に
天
使

を
見
つ
け
よ
…
…
と
申
さ
れ
る
も
同
じ
。

い
ま
や
リ
ズ
は
太
り
、
オ
ー
ド
リ
ー
は
枯
木
と
化
し
、
パ
ー
グ

マ
ン
は
花
咲
か
ぬ
サ
ボ
テ
ン
。

そ
れ
で
思
う
が
ま
ま
に
、
ち
か
ご
ろ
を
見
廻
せ
ば
「
王
女
メ
デ

イ
ア
」
の
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
。
「
ひ
ま
わ
り
」
の
・
・
…
・
ソ
フ
ィ
ァ

ロ
ー
レ
ン
と
書
こ
う
と
し
た
が
、
ち
と
待
っ
て
く
れ
。

そ
れ
で
け
つ
き
よ
く
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
と
い

う
こ
と
に
落
ち
つ
い
た
。
と
ん
で
も
ご
ざ
ん
せ
ん
。
あ
の
ブ
ス
が

…
・
・
・
と
思
わ
れ
る
か
ナ
。

と
こ
ろ
が
ロ
ジ
ェ
（
女
殺
し
）
ヴ
ァ
デ
ム
と
結
婚

し
て
か
ら
の
ジ
ェ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
に
は
大
異
変
が

起
っ
て
い
る
。
あ
の
父
ゆ
ず
り
の
大
き
な
口
ま
で
も

が
個
性
美
の
一
つ
と
化
し
た
。
こ
わ
い
。

そ
れ
で
、
ま
あ
落
ち
つ
く
と
こ
ろ
は
、
フ
ラ
ン
ス

に
は
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ヌ
ー
ヴ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
ジ

ェ
ー
ン
、
フ
ォ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
に
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ア
・
カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
レ
（
こ
れ
ま
た
、
ち
と
苦
し

い
）
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
こ
れ
が
ま
た
…
・
・
・
い
な
い
ん

で
…
…
十
五
年
ま
え
な
ら
い
の
一
番
に
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア

ン
・
リ
イ
と
申
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
に
。

と
い
う
わ
け
で
五
○
年
ま
え
は
、
エ
ス
テ
ル
・
テ

ー
ラ
ー
が
現
れ
る
や
キ
ャ
ー
ッ
。
バ
ー
バ
ラ
・
ラ
・

マ
ー
ル
が
現
れ
る
や
ポ
エ
ン
。
四
○
年
ま
え
は
ケ
イ

、
フ
ラ
ン
シ
ス
が
現
れ
る
や
パ
キ
ッ
。
三
○
年
ま
え
は
ジ
ャ
ネ
ッ

ト
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
二
○
年
ま
え
は
キ
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ク
、
や
が

て
ス
イ
ー
ト
・
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
オ
て
な
ぐ
わ
い
で
あ
っ
た
も

の
が
。い

ま
で
は
ア
メ
リ
カ
は
実
は
ラ
ク
ェ
ル
。
ウ
ェ
ル
チ
と
バ
ー
ブ

1 . ひとりぼっちの青春」のジェーン・フオンダ
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日
の
時
代
。

グ
リ
ア
・
ガ
ー
ス
ン
な
ど
は
気
の
遠
く
な
る
昔
の
イ
ギ
リ
ス
美

人
。
イ
ギ
リ
ス
は
今
日
マ
ギ
ィ
三
十
六
歳
ス
ミ
ス
と
こ
れ
以
上
に

口
と
目
が
大
き
く
な
る
と
も
う
顔
が
破
裂
の
リ
タ
・
ト
ゥ
シ
ン
ハ

ム
ｏ

フ
ラ
ン
ス
は
ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー
後
退
に
代
っ
て
の
カ
ト
リ
ー

ヌ
・
ド
ヌ
ー
ヴ
。
こ
れ
と
て
も
論
か
つ
て
の
ア
メ
リ
カ
の
グ
レ
ー

ス
王
妃
ケ
リ
ー
と
較
べ
て
は
ど
っ
こ
い
ど
っ
こ
い
。

て
な
わ
け
で
私
の
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
ア
メ
リ
カ
美
人
と
い
う
の
が

キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
と
今
も
っ
て
ベ
テ
ィ
・
デ
ヴ
ィ
ス

と
申
し
上
げ
よ
う
も
の
な
ら
四
方
八
方
こ
ぞ
っ
て
ト
マ
ト
を
投
げ

つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

「
羅
生
門
」
の
京
マ
チ
子
に
卒
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
ア
メ
リ
カ

の
女
の
子
。
そ
の
日
本
が
今
や
ま
だ
そ
の
美
人
系
を
一
番
御
生
大

切
に
持
ち
こ
た
え
て
藤
純
子
サ
ン
ば
ん
ざ
い
…
…
と
い
う
楽
し
さ

か
。と

こ
ろ
で
ギ
リ
シ
ャ
の
メ
リ
ナ
・
メ
ル
ク
ー
リ
、
こ
れ
が
ま
た

鬼
パ
パ
族
。
そ
う
知
り
つ
つ
も
メ
ル
ク
ー
リ
の
ギ
ョ
ロ
目
と
ド
ス

声
と
髪
ざ
ん
ば
ら
に
〃
美
″
を
感
じ
る
の
だ
か
ら
異
変
々
々
。

こ
れ
で
フ
ラ
ン
ス
の
マ
リ
ィ
・
ラ
フ
ォ
レ
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ィ

ル
ナ
・
リ
ー
ジ
、
こ
の
あ
た
り
が
昔
と
今
を
上
手
に
結
ん
だ
〃
美

女
″
の
異
変
な
ら
ざ
る
正
統
派
か
と
も
思
え
、
や
は
り
フ
ラ
ン
ス

と
イ
タ
リ
ア
：
：
：
こ
こ
ら
あ
た
り
が
美
女
の
産
地
に
落
ち
つ
き
そ

う
で
、
し
か
も
そ
れ
な
の
に
そ
れ
が
な
ん
と
も
モ
ノ
足
り
な
い
。

ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
・
リ
イ
を
失
っ
て
マ
ギ
イ
・
ス
ミ
ス
と
は
落
ち

す
ぎ
た
。
そ
れ
で
ヴ
ァ
ネ
ッ
サ
。
レ
ッ
ド
グ
レ
ー
ヴ
が
我
慢
ど
こ

ろ
。グ

レ
ー
ス
・
ケ
リ
ー
を
失
っ
て
ジ
ュ
ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
で
は
落

ち
す
ぎ
た
。
そ
れ
で
フ
ェ
イ
。
ダ
ナ
ウ
ェ
イ
が
我
慢
ど
こ
ろ
。

以
上
か
く
も
ペ
ン
の
先
き
が
踏
み
迷
い
あ
が
く
と
こ
ろ
を
見
る

や
、
も
は
や
美
女
な
ど
と
い
う
そ
の
美
女
の
目
の
っ
け
ど
こ
ろ
を

ア
ナ
タ
変
え
ね
ば
な
り
ま
す
ま
い
。
ハ
イ
、
わ
た
し
は
目
下
ジ
ェ

ー
ン
・
フ
ォ
ン
ダ
。

ラ
・
ス
ト
ラ
イ
サ
ン
ド
。

ラ
ク
ェ
ル
は
両
ふ
と
も
も
と
お
ヘ
ソ
が
魅
力
。
バ
ー
ブ
ラ
は
鼻

が
ド
ア
に
っ
つ
か
え
て
お
部
屋
に
は
い
れ
ぬ
始
末
。
こ
れ
が
今
日

の
ア
メ
リ
カ
の
両
大
将
だ
か
ら
、
も
は
や
〃
世
界
の
美
女
と
映

画
″
て
な
こ
と
は
昨
日
の
ス
キ
ヤ
キ
の
イ
ト
コ
ソ
ニ
ャ
ク
み
た
い

な
わ
け
で
あ
る
。

キ
ム
。
ダ
ー
ビ
ー
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ロ
ス
、
ミ
ア
・
フ
ァ
ア
ロ

ー
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ス
・
バ
ー
ゲ
ン
、
ゴ
ー
ル
デ
ィ
・
ホ
ー
ン
と
申
し

上
げ
た
と
こ
ろ
で
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
新
入
り
に
こ
れ
ぞ
〃
美
人
″

の
王
冠
を
誰
ぞ
が
与
え
得
る
勇
気
が
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
美
女
が
ラ
ク
ェ
ル
鬼
ば
ば
ウ
ェ
ル
チ
と
な
り
美
男
が

チ
ャ
ー
ル
ズ
じ
ゃ
が
た
ら
い
も
ブ
ロ
ン
ソ
ン
と
異
変
し
た
こ
の
今 ｢ 幸せはパリで」のカトリーヌ・ドヌーヴ｢ マイラーｌのラクェル・ウェルチ
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盤
こ
そ
す
ば
ら
し
い
真
実
で
あ
る
ｌ
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

「
正
月
十
日
、
い
い
だ
ろ
う
？
朝
早
く
行
く
か
ら
、
こ
れ
着
て

待
っ
て
て
／
、
」

と
、
歯
科
医
の
岡
島
が
、
真
由
美
に
、
ネ
グ
リ
ジ
ェ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
の
は
、
去
年
の
暮
れ
だ
っ
た
。

「
正
月
十
日
は
私
、
お
初
釜
で
だ
め
だ
わ
／
」

「
断
わ
つ
ち
ま
い
な
／
、
」

「
え
？
…
・
・
・
わ
か
っ
た
わ
ノ
．
何
と
か
す
る
わ
ノ
・
」

と
、
真
由
美
は
確
約
し
た
。

実
は
九
日
、
十
日
と
神
戸
医
師
会
の
ゴ
ル
フ
が
広
野
で
行
な
わ

れ
た
。
岡
島
は
九
日
だ
け
、
ゴ
ル
フ
に
出
が
け
た
。
岡
島
は
自
己

の
最
高
の
ス
コ
ア
ー
で
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、
明
日
の
彼
女
と
の
初

め
て
の
情
交
を
想
像
し
て
は
、
胸
を
と
き
め
か
し
た
。

十
日
、
朝
八
時
、
岡
島
は
、
重
い
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
を
も
っ
て
、

も
う
彼
女
の
六
甲
の
ア
パ
ー
ト
を
訪
ね
て
い
た
。

彼
女
は
留
守
だ
っ
た
。
彼
は
門
前
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
た
。

そ
の
中
、
一
台
の
タ
ク
シ
ー
が
止
り
、
あ
た
ふ
た
と
出
て
き
た
の

は
彼
女
だ
っ
た
。

二
人
は
、
少
し
気
ま
ず
い
思
い
を
か
く
し
あ
っ
て
、
部
屋
に
入

り
、
抱
き
あ
っ
た
。
服
の
上
か
ら
で
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
。
彼
は
何

も
聞
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。

「
ず
い
分
早
か
っ
た
の
ね
ノ
ご
め
ん
な
さ
い
／
，
」

と
言
い
な
が
ら
、
真
由
美
は
約
束
の
ネ
グ
リ
ジ
ェ
に
着
か
え
た
。

﹇
ゆ
う
べ
、
姉
の
所
へ
泊
っ
た
の
／
、
久
し
ぶ
り
だ
か
ら
泊
っ
て

い
け
っ
て
、
き
か
な
い
の
ノ
．
明
日
早
朝
か
ら
お
初
釜
だ
か
ら
帰

る
と
言
っ
た
ん
だ
け
ど
聞
い
て
く
れ
な
い
の
。
今
朝
は
ど
う
し
て

恋
の
真
実

ノー、

菰
僻
繍
が
入
餌
皿

可‘

Ｌー〆

1２

も
ぉ
初
釜
に
行
く
と
い
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
で
飛
ん
で
帰
っ
て
来
た

の
。
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
お
茶
の
先
生
の
方
は
断
つ
と
い
た
わ
」

と
彼
女
は
い
い
訳
を
し
た
。
岡
島
は
信
じ
た
。

「
乾
杯
し
よ
う
／
」

「
お
め
で
と
う
／
・
」

二
人
は
声
を
揃
え
て
、
そ
う
い
う
と
、
ご
く
自
然
に
ふ
と
ん
に

も
ぐ
り
込
ん
だ
。

彼
女
の
女
性
自
身
は
、
も
う
最
初
か
ら
煉
れ
て
い
る
感
じ
だ
っ

た
。彼

女
の
腰
は
、
子
供
を
生
む
に
は
あ
ま
り
に
も
き
ゃ
し
ゃ
だ
っ

た
し
、
彼
女
の
手
足
は
子
供
を
抱
く
に
は
、
と
う
て
い
耐
え
ら
れ

そ
う
に
な
い
程
細
か
っ
た
。
し
か
し
彼
女
の
胸
と
お
し
り
の
隆
起

は
異
常
に
セ
ク
シ
ー
で
あ
っ
た
。

要
は
、
彼
女
の
肉
体
は
、
一
人
の
男
と
結
婚
し
て
、
子
供
を
育

て
る
よ
り
も
、
多
く
の
男
の
愛
撫
に
も
だ
え
る
の
に
都
合
よ
く
で

き
て
い
る
と
い
っ
た
風
情
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
誰
は
ば
か
ら
ず
、
こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
セ
ッ
ク

ス
を
楽
し
め
る
の
な
ら
、
妻
や
子
供
を
捨
て
て
も
い
い
と
さ
え
、

岡
島
は
真
由
美
に
打
ち
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
。

気
が
つ
く
と
小
部
屋
は
い
つ
の
間
に
か
暗
く
な
っ
て
い
た
。
時

計
を
見
る
と
夕
刻
の
七
時
だ
っ
た
。

「
お
腹
へ
っ
た
わ
」

と
彼
女
。
二
人
は
街
へ
出
た
。
、

二
人
は
ト
ー
ア
ロ
ー
ド
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
で
、

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
を
食
べ
た
。
油
っ
濃
い
後
味
が
口
の
中
一
杯
に

広
が
っ
て
い
っ
た
。
二
人
は
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ー
ス
を
注
文
し
た
。

こ
れ
も
、
ド
ロ
ド
ロ
と
濃
厚
で
あ
っ
た
。
二
人
は
含
み
笑
い
し
な

Ｈ
・
ジ
ユ
ニ
ア

え
。
納
健
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澱

出
し
て
、
受
話
機
を
と
っ
た
。

「
岡
島
さ
ん
／
、
ク
ラ
ブ
Ｒ
（

美
、
知
っ
て
る
で
し
ょ
う
？
」

「
う
ん
、
知
っ
て
る
」

ど
こ
ろ
の
さ
わ
ぎ
で
な
い
。
蛙

静
ク
ラ
ブ
Ｒ
の
娘
で
、

１
１０５
１

」
こ
ろ
の
さ
わ
ぎ
で
な
い
。
菅
野
は
電
話
を
つ
づ
け
た
。

「
…
…
彼
女
に
今
日
呼
び
出
さ
れ
ま
し
て
…
…
。
彼
女
、
最
近
、

し（

脇
灯
▼
〃
ｆ
Ｌ

＝

ｕ
寺
蛎

妙

が
ら
、
ジ
ュ
ー
ス
を
す
す
っ
た
。

「
今
日
は
も
の
す
ご
い
お
初
釜
だ
っ
た
ね
／
・
」

「
ほ
ん
と
ノ
．
お
初
釜
よ
れ
／
」

×

×

×

二
ケ
月
ほ
ど
し
て
、
夜
、
岡
島
の
所
へ
、
彼
よ
り
少
し
後
輩
で
、

ま
だ
独
身
の
産
婦
人
科
医
の
菅
野
か
ら
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

正
月
の
ゴ
ル
フ
会
に
必
ず
行
く
と
岡
島
に
約
束
し
て
お
き
な
が

ら
、
菅
野
が
九
日
に
欠
席
し
て
い
た
こ
と
を
岡
島
は
突
差
に
思
い

ゴ
ー
ゴ
ー
の
う
ま
い
真
由

Ｕ

３ 体
の
調
子
が
お
か
し
い
と
、
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
子
供
が
で

き
た
ら
し
い
か
ら
結
婚
し
て
く
れ
、
と
泣
き
つ
か
れ
ま
し
て
ね
」

「
彼
女
と
結
婚
す
る
の
か
い
？
」

「
と
ん
で
も
な
い
。
ひ
や
か
さ
な
い
で
下
さ
い
」

「
い
つ
か
ら
彼
女
と
？
」

「
去
年
の
幕
か
ら
で
す
け
ど
：
…
．
。
実
は
あ
の
九
日
の
ゴ
ル
フ
会

の
日
、
彼
女
、
僕
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
遊
び
に
来
て
、
泊
っ
て
い
っ

た
ん
で
す
」

「
・
・
・
・
。
。
」

岡
島
は
何
も
言
わ
ず
に
、
電
話
を
切
っ
た
。

一
年
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
「
恋
愛
入
門
」
、
好
評
の
内
に
ひ
と
ま
ず
終
了

す
る
こ
と
に
な
り
蓑
し
た
。
次
号
か
ら
堂
た
新
企
画
で
登
場
い
た
し
蛍
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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